
計画地

①

②

地区面積 構造

階数 高さ

名称 施行区域面積

名称 幅員 延長 面積

補助９０号線
７．５ｍ
【２５ｍ】

約９５ｍ

特別区道
１６２号線

４．５ｍ
【６ｍ】

約７０ｍ

特別区道
荒４４号線

４ｍ
【６ｍ】

約２８ｍ

特別区道
荒４５号線

３ｍ～４．５ｍ
【６～９ｍ】

約８０ｍ

特別区道
荒９７号線

５．５ｍ
【１１ｍ】

約１７ｍ

街
区

建ぺい率 容積率
建築物の
高さの限度

壁面の
位置の限度

1 約８０％ 約４５０％
高層部５５ｍ
低層部２５ｍ

０．５ｍ，１
ｍ，２ｍ，５ｍ

街
区

建築面積

1 約３，２００㎡ 約１５０戸

建築敷地面積

1 約４，３００㎡

都市計画決定

地区名
容積率の
最高限度

建ぺい率の
最高限度

容積率の
最低限度

建築面積の
最低限度

壁面の
位置の限度

５５０％ ８０％ ２００％ ２００㎡

４５０％ ８０％ ２００％ ２００㎡

都市計画決定

（まちやえきまえひがし）

ＮＯ．３０　町屋駅前東地区（組合施行）

１　計画の概要

荒川区荒川七丁目の一部

計画の概要

住・商・工混在の木造密集市街地を整備改善し、土地の高度利用により住宅の供給と商業施設
の計画的立地を図るとともに、公共施設の整備を行う。

本地区の北側の補助９０号線の延長約９５ｍについて計画幅員２５ｍのうち、都電軌道敷より南
側の７．５ｍを新設・整備する。また、西側の区道１６２号線及び４４号線について、環状幅員３ｍ
及び４メートルのところを、拡幅・整備して、幅員６ｍとする。

約０．６ｈａ 鉄骨鉄筋コンクリート造

地上１４階／地下１階 約４２．２ｍ

２　都市計画の内容

町屋駅前東地区
第一種市街地再開発事業

約０．６ｈａ

公共施設の
配置及び規模

備考

道
路

【】内は全幅員
新設

既存道路の拡幅

既存道路の拡幅

整備済

整備済

建築物の整備

主要用途

住宅、店舗、事務所

延べ面積（容積対象） 住宅建設の目標

約２０，０００㎡（約１９，１００㎡） 約１２，０００㎡

建築敷地の
整備

整備計画 備考

良好な歩行空間を確保する

昭和６０年３月１５日　東京都告示第２９９号

３　高度利用地区

面積

町屋駅前東地区
約０．１ｈａ

１ｍ，２ｍ
約０．５ｈａ

昭和６０年３月１５日　荒川区告示第２５号



敷地面積 建ぺい率

延べ面積 容積率

事業認可 総事業費

年　　月　　日

昭和５７年３月

昭和５９年３月６日

昭和６０年３月１５日

昭和６０年１１月２５日

昭和６１年１０月２７日

昭和６１年１１月５日

昭和６１年１２月１０日

昭和６２年６月２５日

昭和６３年１０月１日

平成２年２月６日

平成２年４月２６日

４　事業計画の概要

約４，１３７㎡ ６９．８％

２０，４８９㎡ ４６１％

用途

地下１階 倉庫、機械室、駐車場
住宅戸数 １７５戸

地上１階 店舗、作業所、公益施設、駐車場

地上２階 店舗、公益施設、集会室

駐車場 ６５台地上３階 住宅、公益施設

地上４階～１４階 住宅

昭和６０年１１月２５日　東京都告示第１２１７号
昭和６２年６月２５日　東京都告示第７０５号（変更）
平成２年２月６日　東京都告示第１２６号（変更）

約７５億円

５　経　緯

内　　　　　　　　　　　　　　　容

町屋駅周辺地区整備計画を作成し、関係住民と協議

町屋駅前東地区市街地再開発準備組合発足

都市計画決定

町屋駅前東地区市街地再開発組合設立認可・公告

権利変換計画認可

権利変換期日

建築工事着工

事業計画変更

建築工事完了公告

事業計画変更

組合解散認可

６　位置図



７　区域図

８　完成写真


